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6  区内の公共機関
（1）警察

　練馬、光が丘、石神井の 3警察署が練馬区を管轄
している。
　令和 6年中の認知件数は全体で 3,693 件で、前年
に比べて 200 件、5.7％増加した。
　窃盗は、全体の 68.3％を占めている。うち侵入窃
盗は前年より12件、15.8％増加した。一方、非侵入
窃盗は、窃盗全体の96.5％を占め、前年に比べ54件、
2.3％増加した。
　中でも、自転車・バイクの盗難被害は 1,490 件で、
1日平均 4.1 件認知した。

〔罪種別　認知件数〕 （単位：件）　6 年

 署別
罪種別

練馬
警察署

光が丘
警察署

石神井
警察署 合　計

犯
悪
凶

計 9 7 9 25
殺人 1 2 2 5
強盗 1 1 3 5
放火 － － － －
不同意性交等 7 4 4 15

犯
暴
粗 計 136 60 67 263

暴行・傷害 117 50 59 226
脅迫・恐喝 19 10 8 37

犯
盗
窃

計 894 733 896 2,523
侵入窃盗 35 4 49 88
非侵入窃盗 859 729 847 2,435
うち）オート
バ イ 盗・ 自 転
車盗

564 423 503 1,490

犯
能
知 計 192 57 70 319

詐欺 186 54 68 308
その他 6 3 2 11

犯
俗
風 計 28 20 13 61

不同意わいせつ 10 8 5 23
その他 18 12 8 38

その他の刑法犯 175 136 191 502
合　計 1,434 1,013 1,246 3,693

資料：警視庁

（2）消防

　練馬（平和台・貫井）、光が丘（北町）、石神井（関
町・大泉・大泉学園・石神井公園）の 3消防署（7出

張所）が管轄している。
　6年中の火災件数は、161件で前年に比べ 41件増
加し、焼損床面積は537㎡で398㎡減少し、焼死者は
1人で前年に比べ 2人減少した。
　火災原因は、電気関係が 68件（約 42％）で第 1
位、第 2位が放火で 23件（約 14％）となっている。

〔消防署別の消防力〕 （単位：台）　6年
 消防署消防力 練　馬 光が丘 石神井 計
ポ　 ン　 プ　 車 7 4 8 19
化　　 学　　 車 1 － － 1
は　 し　 ご　 車 1 1 1 3
救　　 急　　 車 4 3 6 13
特  別  救  助  車 1 － 1 2
指　 揮　 隊　 車 1 1 1 3
水　　 槽　　 車 1 － － 1
そ  の  他  の  車 5 5 8 18

計 21 14 25 60

〔火災出場件数〕 6 年（速報値）
 消防署区分 練　馬 光が丘 石神井 計
火  災  件  数（件） 62 36 63 161
り  災  棟  数（棟） 42 26 54 122
り 災 世 帯（世帯） 35 26 60 121
焼  損  面 積（㎡）   86 451 537
死　　　　　者（人） ー ー

ー
1 1

負　　傷　　者（人） 11 6 12 29

〔救急出場件数〕 （単位：件）　6 年（速報値）
 消防署種別 練　馬 光が丘 石神井 計
急 　 病 7,392 5,671 12,106 25,169
交 通 事 故 507 358 796 1,661
一 般 負 傷 1,944 1,455 3,204 6,603
転 院 搬 送 603 363 767 1,733
そ の 他 116 291 686 1,093

計 10,562 8,138 17,559 36,259

〔救助出場件数〕 （単位：件）　6 年（速報値）
 消防署種別 練　馬 光が丘 石神井 計
救 助 活 動 491 306 559 1,356
緊 急 確 認 175 121 186 482
危 険 排 除 76 54 95 225

計 742 481 840 2,063
資料：練馬消防署、光が丘消防署、石神井消防署
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　救急出場件数は 36,259件で 641件増加した。
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られているものがある。
　なお、平成 29年 8月からは老齢基礎年金などを受
けるために必要な期間（保険料納付済などの期間）が
25年から 10年に短縮された。
１　受給権者

〔老齢年金等受給権者の推移〕 在現末度年各　）人：位単（ 

年度 老齢基礎 障害
基礎

遺族
基礎 旧老齢 通算

老齢 旧障害 寡婦

4 146,426 10,014 1,025 1,182 926 120 53
5 147,062 10,273 1,002 1,067 740 113 59

２　年金額
　平成 16年の年金改定によって、年金額の改定方法
は保険料水準の範囲内で給付を行うことを基本とし、
少子化等の社会経済情勢の変動に応じて給付水準を自
動的に調整する仕組みが組み込まれることになった。

〔年金額の推移〕 ）円：位単（ 

年度
老　齢　年　金

障害基礎年金
障 害 年 金

遺族基礎年金
（子一人）
遺 族 年 金福　祉 基　礎

7 424,900 831,700 1,039,625
831,700 1,071,000

  ①：注 障害基礎年金の上段金額は 1 級障害、下段金額は 2 級
障害
  ②　　 老齢基礎年金の年金額は満額を記載しており、各人の年
金額は保険料納付月数等により異なる。
  ③　　 ７年度の年金額は昭和 31 年 4 月 2 日以降生まれの人
の年金額（老齢福祉年金を除く）

●練馬年金事務所
　区内に所在する会社、工場、商店などの事業所およ
び国民年金加入者等を管轄し、健康保険、厚生年金保
険、国民年金、子ども・子育て拠出金の各制度につい
ての業務を行っている。
　なお、全ての法人事業所の従業員は、健康保険と厚
生年金保険に加入することが義務付けられている。

１　健康保険
　事業所に働いている役員および従業員を被保険者と
する、被保険者およびその被扶養者のための医療保険
制度であり、資格、徴収の業務を行っている。
　なお、保険給付に関する業務については、全国健康
保険協会で行っている。

〔健康保険（協会管掌）の状況〕 6 年度末現在

区　分 状　況
事業所数 14,208件
被保険者数 56,634人
平均標準報酬月額 344,570円
資料：練馬年金事務所

２　厚生年金保険
　事業所に働いている役員および従業員を被保険者と
して、被保険者あるいは被保険者であった人などに、
年金や一時金を給付することにより生活の安定を図る
制度であり、資格、給付、徴収の業務を行っている。

〔厚生年金保険の状況〕 6 年度末現在

区　分 状　況
事業所数 14,811件
被保険者数 81,485人
平均標準報酬月額 337,732円
資料：練馬年金事務所

３　国民年金
　取扱い業務のうち、区役所においては第 3号被保
険者に係る届出以外の諸届書等の窓口業務を、年金
事務所（日本年金機構）では諸届書等について審査・
決定等を行っている。（国民年金事業の概要等について
は 77ページ（3）国民年金を参照）

４　子ども・子育て拠出金
　家庭生活の安定のため、児童を養育している父母等
に児童手当を支給している。取扱い業務のうち、区役
所においては支給業務を、年金事務所では事業主から
の拠出金の徴収業務を行っている。
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　6年度末現在の受給権者数は、つぎの表のとおりで
ある。今後、第2次ベビーブーム世代が老齢年金受給
開始年齢に到達するまでの間は増加が見込まれる。

4 398,500 777,800 972,250
777,800 1,001,600

5 406,100 795,000 993,750
795,000 1,023,700

6 416,900 816,000 1,020,000
816,000 1,050,800
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